
  ひすいこたろうと申します。どうぞよろしくお願いします。 

 

  今日は『人生で奇跡を起こすたった１つの方法』についてお伝えさせていた

だこうと思います。よろしくお願いします。 

 

 

  じゃあ僕が“人生で奇跡ってこうやって起こすんだ～”って、はっきりわか

った体験がありまして、それをお話させていただくと、僕は学生の時にコンサ

ートの警備員やっていたんですね。 

 

  コンサートの警備員っていうのは、熱狂的なファンを止める役割なんですね。

熱狂的なファンがステージに行こうとすると「そこー！」って言って、止める

役割なんですね。 

 

  その日はコンサートが、横浜アリーナかどこかちょっと場所ははっきり覚え

ていないんですけど、僕の当時はジャニーズの光ＧＥＮＪＩだったんですよ、

その日のコンサートは。 

 

  色々な人の警備をやったんですけど、その日は光ＧＥＮＪＩで、終わった時

に１人のいかにも東北から出てきたような１４、５才位の女の子が、涙顔で僕

に訴えかけてきたんですね、終わったあとに。 

 

  参っちゃって・・・ 

「一緒に来た友達とはぐれちゃって、わかんなくなっちゃったんです！」って。 

 

  ほんと小さい１４、５才くらいの女の子が、涙ながらに僕に訴えかけてきて、

それが僕が大学生の時だったんですけど 

「わかりました！オレがなんとかします！」って走り出したんですよ。 

 

 

  走り出してる時に気付いたのは、その子はすごく田舎っぽくて、すごく泣い

てもう泣き顔だったんですよね。それで、そこで見たらなんとか助けてやろう

という思いだったので、それで走って捜していったときに気づいたのは、 

 

“あ、オレその子の名前しか聞いてなくて、服装とか聞き忘れた” 

 



と思ったんですよ。 

 

 

  それで聞き忘れた・・・っと思って、でもオレがあの顔見たら、なんとかオ

レがもう見つけてやろうと思って、名前しか知らなかったんですけど、走って

行って、ワッと何万人が出てくるので、すごい人がいっぱいいるんですけど 

 

「●●さんですよね？」って言ったら 

 

「はい！」って、１人目で当たったことがあるんですよ。 

１人目で当たったことがあるんですよ。僕もびっくりしたんですけど、後で。 

 

 その時は“オレが見つけてやるー”って思っていたので、自分が一番そのあと

に“よく１人目で当たったなー”とすごくびっくりしたんですよね。 

その時はそれでびっくりしただけで終わったんですよ。 

 

 

  不思議なこともあるもんだなーでその時はそれで終わったんですけど、そこ

からだいぶ経ってこれはもう今年？ いや去年？ の話なんですけど、去年の話

にこれは本にも書いてあるんですけど、スズキケンジさんという本を書いてい

る知り合いの結婚式があって出たんですね。 

 

  結婚式で僕の隣が僕の出版社さんの担当者で、イベントなんかも手伝ってく

れている女の子が隣に座っていて、アナウンスが入ったんですね。 

 

  「今からアイスクリームを配ります。その中に当たりが、 

パカって開けると“ハートマーク”が入っている人が当たりです。」 

 

って言われて、 

 

「６０名の中で３名だけ当たります。 

その３名はありえないぐらいすばらしいプレゼントを用意しました。」 

 

って言われたんですね。 

 

 それで言われた時に、“あ・・・オレ、彼女に出版社さんでお世話になってる



し、当たったら彼女にあげよう”と思っていたんですよ。あげようと思った瞬

間にアナウンスが「ありえないぐらいのプレゼントです」って念を押したんで

すね。 

 

  その時スズキさんは、バリ島が好きだから“ありえないぐらいのプレゼント

を用意したっていうから、バリ島旅行のペアチケットとか当たるんじゃない

の？”って思ったんですね。“オレは本当にバリ島旅行のペアチケットが当たっ

ても彼女にあげるかな”と思った時に、“あ、あげよう！”と思ったんですよ。 

  

 その瞬間に『オレ当たるな！』って思ったんですよ。オレ当たるなーって思っ

て、彼女に「オレ当たるから見てて！」って言ったんですよ。 

 

 バリ島旅行が当たってもあげようと思った時に『当たるな』って思ったのは、 

バリ島旅行をあげるって、めちゃめちゃ“ピュア”じゃないですか。気持ちは

ピュアだったし当たるなって思った理由は、他の人が当たれば、他の人が喜ぶ

だけなんですよね。でも僕が当たったら僕も喜ぶし、彼女も喜ぶじゃないです

か。 

 

 だからもし神様がいるとしたら、僕に当てると喜びが２倍ポイントになるわ

けですよね。特典が２倍になるんですよ。喜び２倍の得点のポイントを神様が

もしいるとしたら絶対に見逃すはずがないなと思って、当たると思ったんです

よね。 

 

 そのあとアイスクリームが配られて、６０名くらいの中で３つ当たるわけで

すけど「当たるから見ていて。当たったらあげるからね。」って言ったんですよ。

パカッって開けた時に 

 

「えーーー!!!ひすいさん当たってるーーー☆」 

 

ってなって、その時にやっぱり神様って、喜びを増やそうっていう奴を絶対見

逃さないんだって思ったんですよね。 

 

 

  そう思った時にちょうどね、クイズ・ミリオネアって番組をやっていて、そ

れで新庄が出た番組（回）って見た方っています？ 

じゃあ見た方は内緒にしていて下さい（笑） 



 

新庄がクイズ・ミリオネアに出た時に、あのクイズ・ミリオネアって四択が

あるんですよね、クイズが。クイズの正解が四択ＡＢＣＤがあって、問題があ

っ時に、Ａ～Ｄのうち四択から選ぶんですよ。たしか１５問あるんですよね。 

１５問全問正解すると１０００万円がもらえるんですよね。 

 

  僕は尊敬している『聖者』っていうのがいて、イエス・キリストとお釈迦様

と新庄なんですよ、新庄（笑）。三大聖者の一人だって言っていて、新庄の言動

はもうずっと完全にウォッチしているんですけど、見逃さずにウォッチしてい

るんですけど、新庄はクイズ・ミリオネアに出た時に、新庄はクイズが出るた

びに下を向くんですよ。 

 

みのもんたさんが途中からちょっと不思議になってきて、新庄は何をしてい

るのか？って聞いたら、新庄はなんと鉛筆を削ってきて、ＡＢＣＤってやって

それをコロコロ～てやって、サイコロの目で答えていたんですよ。 

  

 新庄は僕の中では三大聖者ですけど、お頭（おつむ）は弱いんですよね（笑）。 

知識は弱いんですよ。だからハナから諦めていたんですね、クイズは。クイズ

は諦めて、もうサイコロにかけようと思ってやっていたんですよね。 

 

 それで新庄は、クイズ・ミリオネアは１５問かな？ １５問あるわけですけど、 

四択なんですよね。１問目・・・正解。４分の１ですよ。で、２問目・・・正

解。３問目・・・正解。４問目・・・正解。９問目・・・正解。 

なんと全問正解したんですよ。 

 

 サイコロで４分の１の確率を１５問連続で当てる人って、可能性にしたら 1

兆以上、1 兆分の１とかじゃすまないくらいの確率ですよ。ありえない。もう神

様に愛されてない限り、神様という存在がいて、神様に愛されていない限りあ

りえない確率を一発で全問正解したんですよ！ 

 

  新庄は１０００万円の使い道を決めていたんですよね。子供たちを呼んで野

球を見てもらいたいっていう、喜んでもらいたいっていう想いでやっていたん

ですよね。 

 

  さっきのアイスの時に神様がオレにパスすれば、絶対喜びが２倍になるとい

うポイントを神様は見逃さなかったわけですよね。だから新庄が勝ち抜いた時



に、新庄が子供たちを１０００万円で喜ばせよう思っているのに、見逃すわけ

がないんですよね。 

 

 

新庄は僕の中では三大聖者なので、新庄をウォッチしているとタクシーの乗

り方からすごいですよ、新庄は。新庄のタクシーの乗り方は、新庄稼いでいる

のでチップは普通に５倍くらい払うらしいですよ。５倍ぐらい払うらしいです

けど。それはいいとして、そのチップを払う時の“一言”がものすごいわけで

すよ。 

 

  それは「次に乗る日本人の分もよくしてあげてね。」って言って払うんです。

ということは、新庄のチップっていうのは、タクシーの運転手を喜ばせること

以外にも、次に乗る日本人の喜びも生み出しているんですよ。チップを払うっ

ていうのは普通、運転手だけ喜ぶもの。次に乗る日本人の分も出してタクシー

から去っていくわけですよね。 

 

  

 だからホントにね、いかに喜ばれるかっていうところを僕はそこしか考えて

いなくて、成功法則とかいろんな成功法則があると思うんですけど、僕が考え

ているのは１個だけで“どうやったらこの場で喜びが増えるかな～？”ってこ

とだけしか考えていないんです。 

   

 そうすると、さっき(の講演）収録していなかったので、もう１回自慢させて

もらうと、僕は１２冊本を出してまして、１冊目はもう出版社さんのお陰で、

ベストセラーにさせていただいて、２冊目もベストセラーにさせていただいて、

３冊目もベストセラーにさせていただいて、４冊目もベストセラーにさせてい

ただいて、５冊目もベストセラーにさせていただいて、６冊目ならなかったん

ですけど（笑）  

 

  ７冊目またさせていただいて、８冊目もさせていただいて、９冊目ならなか

ったんですけど（笑）１０冊目もまたさせていただいて、１２冊ほとんどベス

トセラーにさせていただいたんですよ。それはホントに出版社さんのお陰でも

あるし、僕自身が実力があるわけはないし、運だと思うんですね。 

 

 最初に全く無名の人が『名言セラピーシリーズ』って、４０万部くらい出て

いるので、累計で。最初から無名の人がそんなに売れるって、ありえないケー



スだと思うんですよね。それはもうディスカヴァーさんという出版社さんや、

いろんな人から学んだエッセンスのお陰でもあるんですけど。 

 

 

 もう１つこのお陰だなと思っているのは、それは僕が本を出す前なんですけ

ど、出版社さんのあるセミナーに出た時に、５年前なんですけど 

『僕は掃除で日本を変えたいんです！』っていう人がいたんですね。 

 

 掃除でピッカピカに磨くと、会社をピッカピカに磨くと、なんか心までキレ

イになってきて、段々人間関係が変わってきて、会社も変わってくるから、掃

除のすばらしさを伝えることで、日本の会社をよくしていきたいという発表を

していた方がいて、すごく面白いなと思って。 

 

 セミナーの２次会みたいな時に、すごく面白いですねって話をして、それ本

出したらすごくいいんじゃないですか！って言ったら、 

 

「いや本にしたいんですけど、 

出版社さんのほうがなかなかＯＫ出してくれないんですよ」 

 

って言って、すごく面白いなって思ったから 

 

「僕が出版社、探しますよ！」って言って、 

「僕、天才コピーライターなんで・・・めちゃくちゃすごいんですよ」 

 

って言ったんですよ。 

 

 それで僕が企画書を書いて出版社さん探したら、出してくれるとこが見つか

ったんですよ。見つかった時には僕もその時に本をいつか出したいな～って思

っていて、すごくいいな～って思ってて、羨ましいな～って思って。でもやっ

ぱり目の前の人がすごく面白い企画を持っていて、この人って応援してあげた

いなと思ってたんで探したんですよ。 

 

そしたら、その本がなんと累計で２００万部売れたんですよ。その本自体は

１００万部くらい売れたのかな？“そうじ力”の舛田さんていう方の本なんで

すけど。 

 



 大ベストセラーになって、それは舛田さんと当時一緒にやられていた方とた

またま出会ったので応援させてもらったわけで、それから１年後くらい経った

時に僕の初めての本が出ることになって、いきなりすごく売れたんですよね。 

  

それでなんでいきなり無名の人の本が売れるのかな～？ って思った時に、 

オレ、舛田さんたちのグループから運をもらったんだなと思ったんですよね。 

僕が出来ることで舛田さんたちの応援をしただけだったんですけど、僕はそこ

で運を蓄えることが出来たんですよね。それでその運をもらったからこそ、 

自分がやる時にすごく運をもらったんだなって感じたんですね。 

 

 だから誰かを助けるというのは、心から助けるというのは、心から助けると

“そこに喜びが生まれる”。だからその人がすごく喜んでくれたんで、舛田さん

たちもすごく喜んでくれたんで、その喜びを全部もらったんだな～って、すご

く思ったんですよね。 

 

“どうやったら喜びが増えるかな～？”って、 

僕は基本的にそこしか考えてないんですね。 

 

 それは松下幸之助さんも言っていて、商売とは何か？っていう商売の定義を

しているんですね。商売とは売上を増やすこととか、商売とは利益を増やすこ

ととか、商売とは客さんを増やすこととか、色々定義はあると思うんですけど。 

 

松下幸之助さんの商売に対する定義とは、『商売とはいかに感動を創り出

す？』ということである。商売とは『感動を与えること』っていう定義なんで

すね。つまり松下幸之助さんにとって商売とは、いかに喜びを生み出すかって

いうことだけなんですよね。 

   

普通夢を持って、その夢を持ってその目的を持って具体的なことをやってい

くことは、それはステキなことだと思うんですけど。だけど、喜びをいかに生

み出すかっていうことを原点に置いていると流れってこうなるんですよ。  

  

喜びを生み出しているのは、僕は出す本、出す本がベストセラーになったり、

年間いま、ファンメールを５０００通くらいいただくんですけど、そんなこと

って思ってもいないことですよね。  

 

思ってもいないようなことが積み重なっちゃったんですけど、それはいかに



喜ばれるか、その都度意識して、そこで自分が出来ることをやっていった結果

であって、それによって思ってもみないようなところに連れていってってもら

っているんですよね。  

 

  だから“いかに喜びを生み出そうか？”っていうところをそこが今、それだ

け考えていればいいんじゃないかな？っていうのが、僕の１つの結論なんです

よね。 

 

 

 最初にこの打ち合わせで、「ひすいさんにとって幸せの定義ってなんです？」

ってことについて語ってくださいってお題をいただいていたんですよ。 

 

 僕は幸せの定義って、最近うちに母ちゃんが新潟から来ていて、うちに泊ま

っていたんですけど「あんた、子供のころに布団のシーツにマジックで・・・」

カタカナでコウフク（幸福）って書いていたらしんですよ。  

 

「書いていたからこんなモン出したんだ～。」って言われて、僕全然そんなこ

と知らなかったので「えー！？オレ小学校の時から、幸福って書いていたの

ー？」ってびっくりしたんですけど、覚えていないんですけど小学校の時から

幸福っていうのがテーマだったみたいなんですけどね。 

 

  全然覚えてなくて、考えた覚えもなくて記憶もないんですけど、なぜか布団

にマジックでコウフク（幸福）って、カタカナで書いていたらしんですよね。 

 

 そんなことがあってか、なぜかまあ幸せについて１２冊、１１冊本を書かせ

てもらって、その上でひすいさんにとって幸せの定義はなんですか？っていう

お題をいただいていたんですよ。 

 

 僕は幸せの定義は“どうでもいいもの”っていう言葉を今日訴えようかなと

思っていたんですね。幸せとはどうでもいいもの・・・。 

 

 それだけ言うとすごく誤解がある言葉なんですけども、ちょっと説明させて

もらうと、「イントゥ・ザ・ワイルド」っていう映画を僕観まして、その映画が

めちゃくちゃ良かったんですよ。 

 

 ショーン・ペンっていう元マドンナの旦那さんが監督をした映画で、実話は



アメリカで『荒野へ』っていう小説があって、小説っていうか実話が映画にな

ったんですけど、その実話をショーン・ペンっていう元マドンナの旦那さんが

読んだ時に、めちゃくちゃ感動してこれを映画化したいって言ったんだけど、

断られるんですね。  

 

 実話なので、色々関係者もいるし断られて、でもショーン・ペンはこの話を

映画化するんだったら、オレは何十年でも待つって言って本当に１０年待った

んですね。１０年待ってその映画を作らせてもらって、その映画はちょっと前

に公開になったんですよね。 

 

 その映画っていうのは、１人の大学生の話で、両親がめちゃくちゃ厳しいん

ですね。勉強しろとか、すっごいまじめで堅苦しい家庭環境で育って、オレは

自由に生きるって決めて、彼は大学を卒業と同時に、親が自分のためにくれた

お金を全部ある財団かどこかに寄付して、カードもバリって折って、無一文に

なってオレはもうお金とかじゃなくて、全部お金は寄付してここから全くゼロ

の状態から自由に生きる、今まで規制であれをするな、これをするなって言わ

れてもうこりごりだと。 

 

 完全に自由に生きるって言って、ヒッチハイクとかして、色々その都度現地

でアルバイトとかしながら、旅をしたんですね。ずっともう徹底的に自由に生

きるっていうテーマで生きるんですね。 

 

 それで最後、アラスカに行くんですよ。アラスカに行った時に、アラスカで

誰もいないようなアラスカの北の奥地に行って、古いバスがあったんですね。 

バスがあって、そこで生活し始めるんですよ。古いボロボロになっているバス

で。 

 

 そこで寝泊りしていて、ある時に毒草を食べちゃうんですよ。毒の草。動悸

がしてきて、めまいもしてきて、何だろうっていうので、あれさっき食ったや

つがまずかったんじゃないかって。毒草の本で調べたらあったんですよ。 

それでこの毒草は“死の可能性が極めて高い”って書いてあるんですよ。 

だからこれだけは食べちゃダメっていう。 

 

 映画の中で、めちゃくちゃリアルなんですけど、「ドクッ、ドクッ、ドクッ、 

ドクッ、ドクッ、ドクッ、ドクッ、ドクッ、・・・」って主人公の鼓動がなるん

ですね。それがその映画の中でめちゃめちゃリアルに描かれているんですけど、 



「ドクッ、ドクッ、ドクッ、ドクッドクッ・・・」ってなってって、最後心臓

が止まるんですね。 

 

 彼は死ぬんですけど。 

 

 死んだ時に、映画の中ではバスで仰向けになって死ぬんですけど、窓からす

ごくきれいな青空が見えているんですけど、その空を見ながら死んでいくんで

すね。これ実話なんですけど。 

 

 彼のそのバスが最終的に発見されるんで、彼が死んだことがわかるんですけ

ど、その時彼の日記が出てくるんですね。彼は日記を書いていて、その日記の

中で彼は幸せとは何かって書いているんですね。 

 

“幸せ、幸福とは分かち合うことだった”って書いてあるんですね。 

 

 一人で徹底的に自由に生きようと思って、ガムシャラにやってきたけど、や

っぱり親元に帰ってあげればよかったとか、想いが出てくるんですね。自分は

完全に自由に生きてきたけど、分かち合うことをしてこなかったってことに気

づいて、本当の幸福とは分かち合うことだったって気づくんですね。 

 

それを見た時に、本当の幸せって 

“分かち合うこと”だなって思うんですよね。 

 

 人間っていうのは、漢字で「人の間（ひとのあいだ）」って書くんですよね。 

間っていうのは、人と人のつながりってことなんですよね。人と人の間に生ま

れるものこそ、ここにやっぱり幸せがあるのかな。だからこそ、ここの喜びを

いかに増やすかっていうことが人間の一番のテーマになると思うんですよ。  

 

 でも、それと同時に僕が思ったのは、その主人公って幸福とは分かち合うこ

とだったって気づいて、その時点で死んじゃうんですけど、僕はその主人公っ

て幸せだったんじゃないかなって思うんですよね。 

 

 ホントに、徹底的にやり抜いた自分が徹底的に生ききって、最後に幸福とは

分かち合うことだったっていうことに気づいて死んでいくんですよね。それっ

て、それが幸せなんじゃないかなって思うんですよね。そういう生き方も。 

 



 徹底的に何かに挑戦してやり続けた結果、幸福とは分かち合うことだったっ

て気づくこと時点で、すごくそれもステキな人生だったんじゃないかなって思

うんですよね。 

 

 

 この前僕、京都に旅行に行って来て、京都で寺田屋という旅館があって、 

坂本竜馬がいた旅館があって、今も営業しているんですよ。だから竜馬が泊ま

った部屋とか、そのまんま泊まれるんですよね。そこにずっと泊まってて・・・。 

  

 そこで泊まってきて竜馬を感じて、贅沢な旅だったんですけど、坂本竜馬っ

ていわゆる日本を変えた男って言われていますが、そこの旅館に１階にお風呂

があるんですよね。 

 

 文献が残ってて、実話なんですけど、薩長同盟が薩摩と長州を和解させたの

で坂本竜馬は有名なんですけど、この辺の話はちょっと省きますけど。和解さ

せた翌日に寺田屋に帰ってきて、寺田屋には竜馬の彼女がいるわけですよ。 

働いているんですよね。おりょうさんっていう娘が。働いているんですよ、す

ごくきれいな娘が。 

 

 帰ってきて、おりょうさんはお風呂に入っているんですよね。お風呂に入っ

ている時に、ぱっと見たら竜馬は当時日本を変える男ですから、幕府に命狙わ

れるんですよ。  

 

 当時は脱藩って言って、自分が例えば新潟県出身だったら新潟県から一歩出

ると、下手したら死ぬんですよね。２００年くらい前まで日本はそういう時代

だったんですよ。そんな、一歩出たら自由って言葉がない時代に、日本を自由

な国にしようと思って命懸けたのが坂本竜馬なんですよね。 

 

 今は、僕の奥さん埼玉の人なんですけど僕は新潟なので、新潟の人と埼玉の

人が出会って手をつなぐというのは、ありえない世界だったんですよね。その

ころ、坂本竜馬が命を懸けてくれたから、今は他県の子とチューできる国にな

ったんですよね。ホントそうなんですよね。竜馬が命懸けてくれたお陰で他県

の子と、手もつなげるしチューもできるんですよ。 

 

 その旅館に泊まった時に２階は竜馬の部屋なんですけど、１階はお風呂があ

るんですよ。そこに階段があって、当時そのままの造りなんですけど、夜中の



２時におりょうさんがお風呂に入っていたらしいんですね。 

  

それで竜馬はちょうど大仕事をやり遂げて帰ってきていて、ぱっと見たら幕

府方が竜馬を殺そうという人たちが１００人近くいたんですよ。まあ、１００

人見えたわけではないんですけど、最初から１００人くらいいたんですけど、

おりょうさんは２階へ駆け上がっていって、裸で駆け上がっていくんですよ。 

 

 竜馬に「もう囲まれてる！」って言うんですけど、 

その時に竜馬は何て言ったかっていうと、おりょうさんに 

 

「前くらい隠したほうがいいんじゃない？」（爆） 

 

これホントなんですよ（笑） 

 

 それでおりょうさんがお風呂に入っているってことは、まさにこれからエッ

チするって時じゃないですか。竜馬は日本を変えるために命狙われているんで、

ろくろくゆっくりエッチも出来ないんですよ。 

  

僕ら未来の日本人が、他県の子と手をつなげる国にするために竜馬は、おり

ょうさんとゆっくりチューも出来ない状態なんですよ。常に命狙われているん

ですよ。今からエッチするって時に命狙われているって、幸せなのか？ って言

ったら、絶対幸せじゃないと思うんですよ。命狙われているんで、普通に歩け

ないんですよ、外。めちゃくちゃ幸せじゃないですよね？  

 

 最終的に旅館を脱出して、奇跡的に竜馬は助かるんですけどね。その時は助 

かるんですけど。２階から飛び降りて、走って行って隣の家を突き破っていく

んですよね。それでその突き破った時に、また凄まじい文献が残っててですね。 

 

隣の家に突き破って行った時に、竜馬は命狙われているわけじゃないですか。 

１００名くらいに囲まれているわけですよ。真剣勝負じゃないですか。そんな

時竜馬はなんて言ったかっていうと、隣の家に突き破って行った時に 

 

「こんにちは」って挨拶したんですよ（爆） 

 

「こんにちは」っていう言葉じゃないんですけど、挨拶してるっていうのが

残ってるんですよ。すごいキュートじゃないですか、竜馬。 



 

 まあ、それは関係ないですけど、全然竜馬の生き方って全く幸せとは言えな

いと思うんですよね。そんな人生僕はイヤですよ。彼女とゆっくり手をつなげ

なくて、毎日外も歩けなくて、命も狙われるって、そんな人生全然幸せじゃな

いと思うし、でも竜馬ってやっぱりスーパースターじゃないですか。だから幸

せっていうのは、さっきのバスで死んでいった人も、ホントに徹底的に自分が

自由に生きようとやり抜いたんですよね。 

 

 竜馬もホントに自由っていう言葉がない時代に、この日本に少しでも自由を

持ってこようと思って、やり抜いたんですよね。最終的に３３歳で殺されちゃ

うんですけど、やり抜いたんですよね。だから幸せっていうのは、一人ひとり

がすごく深いし、あの竜馬の人生は全く幸せには思えなかったけど、でもかっ

こいいですよね。 

 

 

 でも思い返してみると、僕は今も顔は赤くなりますけど、大学生の時にずっ

と赤面症だったので、まずは目と目をあんまり合わせられなかったんですね、

人と。すごく悩んでいて、当然彼女も出来ませんしすごく寂しくて・・・。 

それでどうすればもうちょっと楽しく生きられるようになるのかな～って思っ

て、ずっと模索していたんですね。  

 

 僕はあまりにも寂しかったので、本をたくさん読んだし、いろんなところに

ったし、大学の時に今思うとあまりにも寂しくて、一度サークルに入ったんで

すね。野球のサークルに入ったんですけど、みんなのあまりに明るい人間関係

に付いていけなくて、３日で辞めたんですね。  

 

 それで、サークルも入らないと大学って物凄くヒマなんですよね。 

ヒマだから、あまりにもヒマで寂しくてある時、山梨の湖にちょっと旅行行っ

て、湖を見ながらあまりにも寂しくて泣いちゃったことがあったんですよ。 

 

 でも今思い起こすと、あの体験って物凄く自分にとってはダイジェストシー

ンなんですよね。自分の中では、今の人生で物凄くあの時間って大事だなって

思っていて、今 本を書く仕事をしていますけど、さっき話したコンサートの

警備のバイトしている時も、あのコンサートの体験は体験で、物凄く僕にとっ

ては大事な体験だったんですよ。 

 



 それで、体験ってよく考えてみると、いい思い出ってないんですよね。 

あらゆる体験にいい悪いってことがないってことがわかって、うちに今小学校

の子供がいるんで、小学校の授業参観行った時に思ったんですけど、よく人間

って成長したいってすごく思うじゃないですか。成長したいって思うけど、小

学校１年から小学校６年までで、小学校６年がエライかっていったら、そうじ

ゃないじゃないですか。 

 

 小学校１年と６年って、どれが一番エライって言われたら、６年生が一番成

長しているけど、１年は１年で良さがあるし、２年は２年の良さがあるし、３

年は３年の良さがあるし、やっぱり人生の中であらゆる体験をしているのに良

い悪いもない。 

 

 全部がその時しかない貴重な体験なんですよね。 

だからそう思った時に、貧乏だったら貧乏でしか味わえない体験をしている、

お金持ちになったらお金持ちでしか味わえない体験をしているし。あらゆる体

験に良い悪いはないって気づくと、だから不幸の時っていうのは人は最高に魂

が抜けている状態なんですよね。 

 

 僕は人生２つの時間しかないと思っていて、楽しい時っていうのはうれしい

し、不幸の時っていうのは魂が物凄く学んで成長しているし、人生はうれしい

学んでいるか、どっちかだと思うんですよね。 

 

 だから何か辛い時とか、色々あると思うんですけどそういう時も魂は学んで

いるし、あらゆる体験にあらゆる瞬間に良い悪いはないから、今日と同じ日は

ないから、二度とないし、ホントに振り返ってみた時に、毎日がやっぱりオン

リーワンの一日なので、そうなってくるとなんかこうしなきゃっていう執着が

外れてくるんですよね。 

 

 毎日がどんな体験でも貧乏していても、貧乏しか味わえない一日を過ごして

いるわけだし、大ピンチの時はすごく学んでいるわけだし、うれしい時はもう

喜んでそれでいいし・・・ってなってくると、毎日の中であーしんどい、あー

こうしなきゃって、あれも出来なかったとかってことももちろんあるんだけど、

あんまりそこにゴールに対して執着しなくなってくるんですね。 

 

 それで、ゴールに対して執着しなくなってくると、何が起きるかっていうと、

じつは奇跡が起きるんですね。 



 

 

 カール・ルイスにコーチがいて、カール・ルイスって、スタートすると前半

めちゃくちゃ遅いんですよね。で、あることをした瞬間にターボエンジンがか

かって、必ず１位になるんですよ。 

 

 普通、陸上選手ってオリンピックって４年に一度なので、全盛期って言った

ら４年位だと思うんですよね。２大会オリンピックで、しかも連続で活躍でき

るって人って、めちゃくちゃ少ないんですよ。というのも８年なんで。でもカ

ール・ルイスって１６年現役を続けたんですね。４回オリンピックで活躍して

いますから。 

 

 それでコーチがカール・ルイスが引退した時に、カール・ルイスがなぜあれ

だけ速く走れたかっていうのをアメリカのテレビで秘密をしゃべったらしいん

ですね。 

 

 それはこれちょっと説明するの、ちょっと恥ずかしいですけど、この音声聴

いてる人には味わえない面白さなんですけど。今からカール・ルイスが何をや

ったかを僕実演しますので、それはちょっと音声には入らないんですけど・・・。 

 

（実演中） 

 

 走るじゃないですか、こうやって。前半はカール・ルイスが遅いんで、後半

あるところからターボエンジンがかかるんですけど、その瞬間にカール・ルイ

スは何をするかっていうと・・・ 

 

（会場内爆笑） 

 

 これ、めっちゃ恥ずかしいんですけど、カール・ルイスは笑うんですね。 

笑ってるように見えた？（笑） 

 

（会場内爆笑） 

 

 カール・ルイスは笑うんですね。“笑え”って指示されているんですね。コー

チに“笑え”って指示されているんですね。笑ったらどうなるかっていうと、

なんで笑うと速くなるかっていうと、力が抜けるからなんですよね。 



 

 新体道っていう武道をやっている方で、青木先生っていうものすごく大家な

んですけど、僕は新体道を大学でずっと習っていまして、ずっと教わったのが

いかに力を抜くかっていうこと、そこだけなんですね。 

 

 いかに力を抜くかって、力を抜いた時に最高のツキが出るので、いかに力を

抜くかっていうトレーニングをずっとするんですね。 

 

 力が抜けきった時に、最高のツキが出るっていうんで、いかに力を抜くかっ

ていう練習をしてて、だから余計そのカール・ルイスのコーチの話もあるんで

すけど、カール・ルイスは力を抜かせるために笑わせたんですね。 

 

だから見ると面白いですけど・・・（笑） 笑うとターボエンジンがかかるん

ですよね。それでなんで笑うといいかっていうと、力が抜けるんですよね。 

 

 さっき言っていたあの人生は不幸の根拠がなくて、全部不幸から学んでいる

し、幸せの時は楽しいし、言ってみると不幸も幸福もないんですよね。全部が

最高の体験なわけなんですよ。 

 

 そう思った時に執着が抜けるとどうなるかっていうと、肩の力がふっと抜け

るんですね。そうすると肩の力が抜けると奇跡が起きるんですよね。 

 

 

 この前沖縄に呼んでいただいて、講演会行ってきたんですけど、沖縄って超

能力者いっぱいいるんですよね。超能力者が。ユタって言うんだっけ？ 

やっぱり不思議なサイキックな人たちがすごく沖縄って生まれやすい土地柄な

んですよね。 

 

 沖縄で最終兵器って呼ばれている超能力者の方がいて、聴きに来てくれてい

たんですよ、僕の講演。それで終わったあとに、来てくれて「ひすいさん、今

日の講演最高でした！」って言ってくれたんですよ。 

 

 超能力者の最終兵器っていう人に誉められたんで、ものすごくうれしかった

んですけど、その後に「どこが良かったんですか？」って聞いたんですね。  

そうしたら、講演終わったあとにキレイに消したんですね、黒板。キレイに消

して帰ったんですね。そうしたらその最終兵器って呼ばれている方が 



 

「ひすいさん、講演終わったあと、黒板自分で消して帰ったじゃないですか。

最高に感動しました。」って言うんですね（笑） 

 

 そこかーい！（笑）そこかー！ガックリきちゃったんですけど。 

この話は最後の話と、全然関係ない話なんですけど。 

 

 最後の話はその超能力者の方に教えてもらったんですけど、人生で大切なこ

とは２つしかないって教わったんですよ。 

 

 人生で大切なことって５万９千個くらいありそうじゃないですか。 

人生で大切なことって５万９千個くらいありそうなんですけど、その超能力者

って２つしかないって言ったんですよね。 

 

 それで１つは、今日の話ともつながってくるんですけど、６６億人今地球に 

人がいるんですけど、『６６億人に一人ひとりみんな違うってことを知ること』。 

それが人生で２つしかない大切なことの１つらしいんですよ。 

 

なんでそれを知らなきゃならないかって言うと、人っていうのは比較するか

ら不幸になるらしいですよね。 

  

 例えば、僕が今この瞬間に目が２つあるじゃないですか。  

でも会場にいるみなさんが目が１つになっているとしたら、僕は目が２つある

ことを「なんでオレ、目が２つあるんだろう？」って、「なんでオレ目が２つあ

るの～？」って、めちゃくちゃ落ち込むと思うんですよね（笑） 

 

 もし、みんながこの瞬間にチ●コの毛が黄色になったとするじゃないですか。

そしたら「なんでオレのチ●コの毛だけ黒なの？」って。絶対思うと思うんで

すね。だからホントに、そう考えると比較しているから不幸が生まれるんです

よね。でも、ひとりひとりみんな違うんですね。 

 

たとえば指を考えてもらえればわかると思うんですけど、親指って太くて短

かいじゃないですか。「うわっ！オレだけめっちゃ短けっ！」って言って落ち込

んでいたら、この状態と同じなんですよね。 

 

 でも本当は短いからこそ役に立っているんですよね。それぞれ役があるし、



本来ひとりひとり、みんな違うっていうことを知るっていうことは、そこがホ 

ントは奥が深いとわかると、人と比較しなくなるんですね。だから不幸のほう

をとがめなくなるから、人生の２つのことのうち１つはそれだってことなんで

すね。 

 

 

 もう１つはこれで締めたいと思うんですけど、今日は聞いていただいてあり

がとうございました。これから〆のラスト一瞬なので聞き逃さないでほしいん

ですけど、人生で大切なもののうち１つを一瞬で表現するので、ぜひ聞き逃さ

ないでほしいんですけど、これもまたちょっと恥ずかしいんですよね。 

  

５万人の前でやるのは恥ずかしんですけど、５万人のわりに聞いてる人、５

万人のわりに笑い声小さくねー？（爆）人生の２つしかない大切なことの最後

の１個は、これらしいんですね。 

 

・・・・・ 

 

（会場内爆笑） 

 

“笑え”って。 

どんな時も笑えっていうのを、その超能力者は言っていて、どんな時も笑えっ

て。 

 

 僕１回、会社から電話かかってきて、子供がなんか肺炎かなんかで緊急入院 

したっていう電話がかかってきたんですよ。もう心配じゃないですか。 

でその時に、僕まず一番最初にやったことは・・・ 

 

あっははは！（笑） 

 

（会場内爆笑） 

 

不謹慎なんだけど、やっぱり部屋で笑ってから行ったんですよ。 

  

 やっぱりホントに辛い時ほど、やっぱりね笑うとちょっと気持ちが変わるん

ですよね。だから、本当に何かこれから辛いこととかもあると思うし、辛い時

も学べるんですよ。そんな時こそ１回笑いを始めてから、これ笑いって練習し



てからでないと出来ませんから、めちゃくちゃ練習してきましたから。 

 

 

 なんか最後は笑うっていうことをそれだけを覚えていて、今日どんな時でも

笑うっていうのを最後にメッセージとして、お話終わらせていただきます。 

 

 

 ひすいこうたろうでした。 


